
平 成 1 9 年 度 第 5 回 理 事 会 抄 録  
日 時 ： 平 成 1 9 年 11 月 1 7 日 （ 土 ）  1 3： 0 0～ 1 7： 3 5  
場 所 ：（ 社 ） 日 本 作 業 療 法 士 協 会 1 0 階 会 議 室  
出 席：杉 原（ 会 長 ）、中 村、山 根（ 副 会 長 ）、荻 原（ 事 務 局 長 ）、冨 岡 、

長 尾 （ 監 事 ）、 岩 瀬 、 太 田 、 楜 澤 、 小 林 （ 正 ）、 鶴 見 、 早 川 （ 常 務 理

事 ）、 大 熊 、 大 丸 、 片 岡 、 小 林 （ 毅 ）、 坂 井 、 澤 田 、 三 澤 、 山 本 （ 理

事 ）、石 塚 、石 川（ 部 長 ）、土 井 、 西 野（ 委 員 長 ）、 大 嶋（ 士 会 連 絡 協

議 会 長 代 理 ）  
1 .審 議 事 項  
1 .平 成 1 9 年 度 第 2 次 補 正 予 算 に つ い て （ 石 塚 財 務 部 長 ） 養 成 教 育

部 等 6 つ の 部 ･委 員 会 よ り 補 正 申 請 が あ り 、3 2 1 万 円 の 増 額 の 補 正 と

な っ た 。 予 備 費 を 減 額 し 、 対 応 す る 。 → 承 認  
2 .日 本 作 業 療 法 学 会 の 参 加 者 種 別 と 参 加 費 設 定 及 び 納 入 方 法 に つ い

て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 会 員 1 2 , 0 0 0 円 （ 当 日 1 5 , 0 0 0 円 ）、 W F O T 加 盟

協 会 の 会 員 1 5 , 0 0 0 円 、 学 生 3 , 0 0 0 円 、 他 職 種 6 , 0 0 0 円 （ 筆 頭 演 者

と し て 登 録 し た 場 合 は 参 加 発 表 の 有 無 に 関 わ ら ず 1 8 , 0 0 0 円 ）、一 般

6 , 0 0 0 円 。 納 入 方 法 は 会 員 は 事 前 納 付 、 他 は 当 日 。 非 会 員 の 作 業 療

法 士 の 参 加 は 原 則 と し て 認 め ず 、 当 日 入 会 手 続 に よ り 正 会 員 の 当 日

の 扱 い と す る 。 → 承 認  
3 .平 成 2 0 年 度 主 要 目 標 に つ い て（ 土 井 企 画 調 整 委 員 長 ）主 要 目 標 の

表 示 の 仕 方 と し て 、 ① メ ッ セ ー ジ 性 の 強 い も の と す る か 、 ② 具 体 的

な 作 業 を 盛 り 込 ん だ も の に す る か 議 論 さ れ 、 ② の 示 し 方 が 支 持 さ れ

る 。 到 達 目 標 や 関 係 す る 部 署 を 示 し た ほ う が よ い と い う 意 見 が 出 さ

れ た 。 ま た 長 期 活 動 計 画 の 1 0 ヵ 年 を ｢第 四 次 作 業 療 法 5 ヶ 年 戦 略 ｣

と 改 め 、 各 理 事 が そ の 案 を 提 出 し 、 そ れ を も と に 企 画 調 整 が 原 案 を

つ く る 方 向 で 進 め る こ と と な る 。 → 承 認  
4 .日 本 作 業 療 法 士 協 会 機 能 評 価 方 法 の 見 直 し に つ い て （ 土 井 企 画 調

整 委 員 長 ） ① 評 価 対 象 事 業 が 多 く 手 続 が 煩 雑 、 ② 評 価 を 実 施 す る 時

期 に 事 業 が 未 了 、 ③ 結 果 の 公 表 、 活 動 計 画 に 生 か す 仕 組 み が 機 能 し

て い な い 等 3 点 の 理 由 か ら 、平 成 1 9 年 度 は 、平 成 2 0 年 度 の 再 開 に

向 け た 評 価 方 法 の 見 直 し 期 間 と 位 置 づ け 、 評 価 を 行 わ な い と い う 提

案 が さ れ る 。 → 承 認  
5 . W F O T 関 連  1） W F O T 国 際 会 議 開 催 の 枠 組 み に つ い て （ 奈 良

W F O T 世 界 会 議 招 致 委 員 長 ）W F O T 世 界 学 会 と 日 本 の 国 内 学 会 を 兼

ね た 形 の 開 催 は 問 題 な い と い う W F O T か ら の 照 会 結 果 で あ っ た が 、

招 致 活 動 へ の 影 響 も 考 え ら れ 、「 同 時 期 に 近 接 会 場 で 同 時 に 開 催 す

る 」 と い う 案 を 提 案 す る 。 地 元 の 県 士 会 の 意 向 を 考 慮 、 会 場 の 相 見

積 り が 必 要 等 、 意 見 が 多 く 出 さ れ る 。 → 継 続 審 議  
2） W F O T ア ジ ア 太 平 洋 地 域 グ ル ー プ （ A P O T R G） の 活 動 に つ い て

（ 奈 良 W F O T 第 一 代 理 ） 6 月 、香 港 で 開 催 さ れ た 執 行 役 員 会 か ら の



依 頼 と し て「 ① J A O T の サ ー バ ー の 一 部 を 借 用 し A P O T R G の H P を

掲 載 で き な い か 、 ② 佐 藤 剛 記 念 講 演 基 金 へ の 寄 付 」 に つ い て 打 診 を

受 け 、 ① に つ い て は 積 極 的 に 対 応 す る 方 向 で 検 討 を 進 め 、 ② に つ い

て は 趣 旨 を 協 会 ニ ュ ー ス に 掲 載 し 寄 付 を 募 る 方 向 が 決 定 さ れ た 。    

→ 承 認  
3）W F O T  I n t e r n a t i o n a l  D a y に 係 る 寄 付 に つ い て (冨 岡 W F O T 代 表 )
招 致 の 関 係 か ら 日 本 の プ レ ゼ ン ス を 主 張 す る た め に も 、W F O T の 年

間 プ ロ ジ ェ ク ト の 1 つ を 日 本 が 受 け 持 つ な ど を 考 慮 し て は ど う か の

提 案 に 対 し 、国 際 部 と 連 携 し て 何 ら か の プ ロ ジ ェ ク ト を W F O T に 提

案 し 、そ れ を 行 う た め の 寄 付 を 行 う 方 向 で 進 め る こ と と な る 。 → 継

続 審 議  
6 .平 成 2 0 年 度 課 題 研 究 助 成 制 度 推 薦 課 題 に つ い て （ 石 川 学 術 部 長 ）

8 題 の 応 募 が あ り 、研 究 Ⅰ は 鈴 木 誠 氏 の ｢認 知 症 者 の 筋 力 発 揮 特 性 ｣、

横 井 賀 津 志 氏 の ｢高 齢 者 の 転 倒 予 防 に 対 す る 棒 体 操 の 効 果 ｣、 中 村 裕

美 氏 の ｢介 護 予 防 に お け る 予 防 的 作 業 療 法 の 効 果 ｣、 研 究 Ⅱ は 鈴 木 由

美 氏 の ｢健 常 者 の 食 事 動 作 に お け る 臨 界 視 点 の 解 析 ｣を 推 薦 課 題 と し

て 決 定 。こ れ に 対 し 、「 タ イ ト ル が 理 学 療 法 的 で 工 夫 が 必 要 ｣、｢マ ニ

ュ ア ル ま で で き て い る も の だ が 、 そ の 研 究 を 進 展 さ せ る も の か 、 確

認 す る 必 要 が あ る ｣、「 同 じ 人 が 何 年 も 何 回 も 取 れ る も の か 、 基 準 が

ほ し い 」 等 の 意 見 が 出 さ れ た が 、 こ の 決 定 が 承 認 さ れ る 。 → 承 認  
7 .平 成 2 1 年 度 介 護 報 酬 改 定 に 対 す る 要 望 項 目 （ 保 険 部 案 ） に つ い

て （ 山 本 保 険 部 担 当 理 事 ） 考 え 方 の 骨 子 は ｢患 者 や 利 用 者 が 住 み 慣

れ た 地 域 で 安 心 し て サ ー ビ ス を 受 け ら れ る 体 制 の 整 備 の 更 な る 促

進 ｣で 、訪 問 リ ハ 、通 所 リ ハ 機 能 の 強 化 、居 宅 復 帰 支 援 型 の 老 人 保 健

施 設 機 能 の 整 備 等 8 点 が 挙 げ ら れ る 。 ｢現 段 階 の 仕 組 み と 違 う と こ

ろ が あ る ｣、 ｢ば ら ば ら に 動 い て 遅 れ を と ら な い よ う 地 道 な 渉 外 活 動

が 必 要 ｣等 の 意 見 が 出 さ れ た が 、 大 筋 こ の 案 が 認 め ら れ る 。 → 承 認  
8 .認 定 作 業 療 法 士 の 更 新 及 び 新 規 認 定 審 査 結 果 に つ い て （ 望 月 認 定

作 業 療 法 士 審 査 等 委 員 長 ） 更 新 5 名 、 新 規 3 名 の 審 査 を 行 い 、 7 名

を 認 定 し た 。 → 承 認  
9 .新 潟 県 中 越 沖 地 震 被 災 会 員 の 平 成 2 0 年 度 会 費 免 除 申 請 に つ い て

（ 荻 原 事 務 局 長 ）免 除 の 申 請 3 件 の う ち 2 件 を 申 請 受 理 し た 。（ 1 件

は 本 人 居 宅 で な く 実 家 だ っ た た め ） → 承 認  
1 0 .会 員・賛 助 会 員 の 入 退 会 に つ い て（ 荻 原 事 務 局 長 ）本 人 死 亡 の た

め 2 名 退 会 、 賛 助 会 員 1 社 が 退 会 。 賛 助 会 員 1 社 が 入 会 。 → 承 認  
Ⅱ .報 告 事 項  
1 .平 成 1 9 年 度 中 間 監 査 ･学 会 監 査 報 告 （ 冨 岡 監 事 ） 学 会 監 査 に つ い

て 、登 録 ･査 読 シ ス テ ム 委 託 契 約 に 関 し て 協 会 と 学 会 の 役 割 を 明 確 に

さ れ た い 等 の 意 見 が 付 さ れ 、適 正 と 認 め ら れ る 。中 間 監 査 に つ い て 、

研 修 会 収 入 の 達 成 率 の 低 さ が 指 摘 さ れ た が 、 適 正 と 認 め ら れ た 。  



2 .日 本 医 師 会 懇 談 会 関 連 資 料 （ 山 本 保 険 部 担 当 理 事 ） 現 段 階 に お け

る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 料 等 に 関 す る 各 方 面 の 動 向 を 説 明 。  
3 .渉 外 活 動 報 告 （ 中 村 副 会 長 ） 医 療 経 営 教 育 協 議 会 談 話 会 に 出 席 。  
4 .そ の 他  
1） 国 民 医 療 推 進 協 議 会 ｢医 療 を 守 る 国 民 運 動 ｣へ の 対 応 （ 荻 原 事 務

局 長 ） 1 2 月 5 日 の 決 起 大 会 に 1 0 名 の 参 加 要 請 。 参 加 願 い た い 。  
2）（ 杉 原 会 長 ）① 刑 務 所 の P F I 事 業 の 社 会 復 帰 セ ン タ ー の 求 人 に 作

業 療 法 士 が 応 募 し て い な い 状 況 が あ る 。 ② 発 達 障 害 支 援 施 策 で も 人

材 が 少 な い 状 況 で あ る 。  
3）（ 楜 澤 広 報 部 担 当 理 事 ） 国 際 福 祉 機 器 展 に 出 展 、 盛 況 で あ っ た 。 

新 し い 精 神 科 の パ ン フ レ ッ ト の 企 画 を 進 め て い る 。  
以 上  


